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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ．上面および底面を有するメッシュ膜と、
　ｂ．ねじ付きロッドおよび前記メッシュ膜内に維持されるターンバックルを備え、前記
メッシュ膜に張力をかけるためのテンションリングと、
　ｃ．前記メッシュ膜の前記底面の少なくとも一部に接触するダンパであって、前記メッ
シュ膜の底面に位置する円形のポリエステルフアイバー材料を有するダンパと、
　ｄ．前記メッシュ膜を保持するための保持部材および前記メッシュ膜をアコースティッ
ク膜に実質的に固定した関係に保持するための連結部材を備える係合部材とを含む、練習
用ドラムヘッドアセンブリ。
【請求項２】
　前記メッシュ膜が前記メッシュ膜を固定するための環状フレームを有する練習用ドラム
ヘッド内に形成され、前記保持部材が前記係合部材の内側壁から内側に延びて前記練習用
ドラムヘッドの環状フレームの底部を支持するフロアを備える、請求項１に記載の練習用
ドラムヘッドアセンブリ。
【請求項３】
　前記メッシュ膜がポリエステル材料で形成され約５～７０％の開口面積を有する、請求
項１に記載の練習用ドラムヘッドアセンブリ。
【請求項４】
　前記メッシュ膜が前記アコースティック膜に距離を約０．５～４インチおいて実質的に
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固定された関係に保持される、請求項１に記載の練習用ドラムヘッドアセンブリ。
【請求項５】
　前記ダンパが前記メッシュ膜の前記底面に接着剤で付着される、請求項１に記載の練習
用ドラムヘッド。
【請求項６】
　前記ダンパが前記メッシュ膜の前記底面の約４０～１００パーセントに接触する、請求
項１に記載の練習用ドラムヘッド。
【請求項７】
　テンションリングと、膜および環状フレームを備えるドラムヘッドの組み合わせであっ
て、前記テンションリングは、円形の平滑な形状に形成された円筒形ロッドと、前記膜に
外側に向けて張力をかけるように前記テンションリングの直径を拡張するためのターンバ
ックルを有する拡張部材を備え、前期テンションリングは前記環状フレーム内において前
記膜に係合する組み合わせ。
【請求項８】
　前記円筒形ロッドは平滑な端部およびねじ付き端部を備える、請求項７記載の組み合わ
せ。
【請求項９】
　前記ターンバックルは、前記ロッドの前記ねじ付き端部を受けるためのねじ付きレセプ
タクルおよび前記ロッドの前記平滑な端部を受けるための平滑レセプタクルを備える、請
求項８記載の組み合わせ。
【請求項１０】
　前記膜は、メッシュ膜、固体膜および部分的固体膜のいずれかである請求項７記載の組
み合わせ。
【請求項１１】
　前記膜はメッシュ膜であり、前記組み合わせは、前記膜の前記底面の少なくとも一部に
接触し、前記膜の底面に位置する円形のポリエステル材料を有するダンパをさらに備える
請求項７記載の組み合わせ。
【請求項１２】
　前記ダンパが前記メッシュ膜の前記底面の約４０～１００パーセントに接触する、請求
項１１に記載の組み合わせ。
【請求項１３】
　前記膜はメッシュ膜であり、前記組み合わせは、前記メッシュ膜を保持するための保持
部材および前記メッシュ膜をアコースティック膜に実質的に固定した関係に保持するため
の連結部材を備える係合部材とをさらに含む、請求項７記載の組み合わせ。
【請求項１４】
　前記膜はメッシュ膜であり、前記メッシュ膜は、約０．５インチ～約４インチの距離で
アコーステイック膜に実質的に固定された関係に保持される、請求項７記載の組み合わせ
。
【請求項１５】
　ａ．円形の平滑な形状に形成された円筒形ロッドと、前記環状フレーム内においてテン
ションリングの直径を拡張するための拡張部材を備えるテンションリングを挿入する工程
ｂ．前記テンションリングの直径を前記膜に対して拡張するために前記拡張部材を動作さ
せる工程とを備える、膜と環状フレームを有するドラムヘッドに張力をかける方法。
【請求項１６】
　前記拡張部材はターンバックルを備え、前記テンションリングの直径を前記膜に対して
拡張するために前記拡張部材を動作させる工程は前記ターンバックルを回転する工程を含
む請求項１５記載の方法。
【請求項１７】
　前記円筒形ロッドは平滑な端部とねじ付き端部を備えている請求項１５記載の方法。
【請求項１８】
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　前記拡張部材は、前記ロッドの前記ねじ付き端部を受けるためのねじ付きレセプタクル
および前記ロッドの前記平滑な端部を受けるための平滑レセプタクルを備えるターンバッ
クルを備える請求項１７記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は音楽用ドラムの分野に関し、より詳細にはメッシュ膜を使用する音楽用ドラム
の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　音楽用ドラムは、一般的には、シェル、および環状フレームに係止された１つまたは２
つの調律可能な膜からなり、この膜は一般にドラムヘッドと呼ばれ、シェル上で張力をか
けられる。
【０００３】
　ドラムヘッドに適切な張力をかけるため、シェルは、シェルにテンションラグが取り付
けられ、テンションラグからねじ付きテンションロッドが延びる構成を有する。設置中に
、ドラムヘッドがシェル上に配置され、カウンタフープがドラムヘッドの環状フレーム上
に配置される。テンションロッドはカウンタフープと係合し、締め付けられて、ドラムヘ
ッド膜が引き伸ばされる。テンションラグ内のテンションロッドのトルクの調整によって
、引き伸ばされたドラムヘッド膜のピッチが変わる。
【０００４】
　より具体的には、テンションラグ、テンションロッド、およびカウンタフープ構成は、
通常、ドラムヘッドに均一に力を加えてドラムヘッド膜をシェル上で引き伸ばすように設
計されたシステムである。テンションラグを締め付けることによって、テンションロッド
がカウンタフープを引っ張り、ドラムヘッド膜に張力がかけられ、それによって打撃の際
のピッチが上がる。逆に、テンションラグをゆるめることによって、テンションロッドに
よりカウンタフープにかかる張力を緩和することができ、打撃の際のドラムヘッド膜のピ
ッチが下がる。
【０００５】
　ドラムヘッド膜を所望の張力になるように引き伸ばすことによって、ピッチ、スティッ
クの反発などを含む音楽性および演奏特性がドラムに与えられる。ドラムの音質およびス
ティックの反発は、通常、ドラムの「感触」と呼ばれ、ドラムヘッドの径、張力、および
ドラムヘッド膜の厚さによって決定される。
【０００６】
　今まで、ドラムの演奏に付きものの大きい音を出さずにアコースティックドラムの演奏
練習をするには、数少ない装置しか使用されなかった。こうした一装置は、ドラムヘッド
膜の頂面上に配置されるフォームまたはゴムの円板である。フォームまたはゴムの円板は
、円板を打撃するドラムスティックの力を吸収し、その音を小さくする。しかし、フォー
ムまたはゴムの円板はドラムヘッド膜を打撃するドラムスティックの自然の反発もなくし
、実質的にドラムが防音される。フォームまたはゴムのデバイスの使用は、むしろ板紙箱
上での練習に近い。
【０００７】
　アコースティック音楽用ドラムの演奏練習の際のドラムヘッドの張力をシミュレートす
るように設計された他のドラム練習用デバイスが、Ｒｏｇｅｒｓの米国特許第６，０６９
，３０７号に記載されている。しかしこのデバイスは、張力をかけた練習用ドラムを作成
するための特注のドラムヘッドおよび膨張可能なブラダーを使用しなければならない。し
たがって、米国特許第６，０６９，３０７号の張力をかけたデバイスは複雑であり、製作
コストが高い。
【特許文献１】米国特許第６，０６９，３０７号
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　したがって、本発明の目的は、非常に静かであるが、ドラムヘッドの感触を維持し、使
用されるドラムの音の特性の多くを保存するドラム練習用デバイスを提供することである
。
【０００９】
　本発明の他の目的は、ドラムに損傷を与えずに、アコースティックドラムに簡単に取り
外し可能に取り付けることができ、または独自のドラムヘッドおよび練習用ドラムヘッド
を有する内蔵型ドラム練習用デバイスとして作成することができるドラム練習用デバイス
を提供することである。
【００１０】
　本発明の他の目的は、反発力を向上したメッシュ膜を備えるドラムヘッドを提供するこ
とである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記その他の目的は、底面および底面に接触するダンパを有するメッシュ膜を備えるド
ラムヘッドを対象とする本発明によって達成される。本発明はさらに、メッシュ膜または
目の粗い織布、および環状フレームを有する練習用ドラムヘッド、メッシュ膜に張力をか
けるための環状テンションリング、メッシュ膜の底面の少なくとも一部に接触するダンパ
、および練習用ドラムヘッドをアコースティックドラムヘッドのアコースティックの固体
または共振ドラム膜に実質的に固定するための係合部材を備える練習用ドラムヘッドアセ
ンブリを対象とする。
【００１２】
　一実施形態では、係合部材は練習用ドラムヘッドを標準のドラムシェル上のアコーステ
ィックドラムヘッドに実質的に固定した関係に取り付ける。ドラムシェルは、アコーステ
ィックドラムヘッドの環状リング上に配置されたカウンタフープ、およびカウンタフープ
と係合してシェル上でアコースティックドラムヘッドに張力をかけるシェル上のテンショ
ンロッドを備える一連のテンションラグを有する。この実施形態では、係合部材は、練習
用ドラムヘッドの環状フレームを保持するための保持部材、および練習用ドラムヘッドア
センブリをアコースティックドラムに連結するための連結部材を含む。
【００１３】
　この実施形態の連結部材は、メッシュ膜の練習用ドラムヘッドがアコースティックドラ
ムヘッドに実質的に固定された関係に維持される限り、アコースティックドラムの任意の
部分に連結することができる。たとえば連結部材を、標準のアコースティックドラムのア
コースティックドラムヘッドの環状リング、カウンタフープ、テンションラグ、テンショ
ンロッド、シェルなどに取り付けることができる。
【００１４】
　別法として、アコースティックドラムヘッドに標準のアコースティックドラムが存在し
なくてもよい。この実施形態では、係合部材の連結部材は、好ましくはアコースティック
ドラムヘッドの環状リングに連結されることによって、アコースティックドラムヘッドに
直接連結される。
【００１５】
　好ましくは、練習用ドラムヘッドアセンブリをアコースティックドラムおよび／または
ドラムヘッドに連結するための連結部材の少なくとも一部が、エラストマー材料で形成さ
れ、最も好ましくはゴムで形成される。少なくとも一部がエラストマー材料で形成された
連結部材を使用すると、ドラムを妨げず、またはドラムに損傷を与えずに、練習用ドラム
ヘッドアセンブリをアコースティックドラムに連結する簡単な取り外し可能な手段が提供
されるために好ましい。最も好ましくは、連結部材を含む係合部材全体がエラストマー材
料で形成される。
【００１６】
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　環状テンションリングは、練習用ドラムヘッドのメッシュ膜にわたる張力をかける助け
をする任意のデバイスでもよい。しかし、練習用ドラムヘッドのメッシュ膜の内部に配置
されて内部から外側に向けてメッシュ膜に張力をかけることができる環状リングが好まし
い。好ましいテンションリングは、テンションリングの径を拡張して練習用ドラムヘッド
のメッシュ膜を調律するように動作することができるターンバックルなど拡張機構を備え
る。
【００１７】
　本明細書で使用されるように、「メッシュ」膜は、空気が通過することができる開口を
有する目の粗い通気性膜を指す。これは、アコースティックドラムヘッドで使用される固
体のアコースティックまたは共振膜と対照をなすものである。メッシュ膜からの音エネル
ギまたは出力量は、アコースティック膜によって生成される音エネルギよりもはるかに小
さい。このメッシュ膜からの出力の減少により、演奏者は、アコースティック固体膜のド
ラムヘッドと同様の張力がかけられた表面上で、音エネルギの出力を大幅に減少して、練
習を行なうことができるようになる。
【００１８】
　しかし、メッシュ膜がドラムのアコースティック膜に近接して保持されると、メッシュ
膜の振動によってアコースティック膜から共振反応が起こる。練習用膜とドラム膜に同様
に張力がかけられると、メッシュ膜からアコースティック膜が共振し、それによってアコ
ースティック膜と実質的に同じピッチおよび音質の低音量反応が起こる。
【００１９】
　類似のことが、同じ所定のピッチの無振動音叉に近い振動音叉に起こる。振動音叉Ａが
無振動音叉Ｂに近づけられると、振動音叉Ａが無振動音叉に共振を開始させる。音叉Ａが
音叉Ｂに近づくに従って、音叉Ｂからの出力が増加する。換言すれば、音叉Ａと音叉Ｂの
間の開放空気は乏しい媒体であるが、音叉が互いに近づくに従って、音叉Ａのエネルギレ
ベルによって間隙が克服される。
【００２０】
　メッシュ膜の開口の割合は、練習用ドラムヘッドの特性に影響を与える一変数である。
開口面積が増加するに従って、メッシュ膜が打撃されたときに動く空気が減少し、メッシ
ュ膜よって生成される音エネルギ量、並びにアコースティック膜との「カップリング」が
影響を受ける。
【００２１】
　「カップリング」は、メッシュ膜が打撃されたときのメッシュ膜に対するアコースティ
ック膜の反応の程度である。カップリングに影響を与える要因には、メッシュ膜の開口面
積、メッシュ膜の調律、振動の周波数、およびメッシュ膜とアコースティック膜の間の距
離が含まれる。開口面積の大きいメッシュ膜でカップリングを最大にするには、２つの膜
の共振が同じでなければならない。
【００２２】
　メッシュ膜が比較的大きい開口面積を有する、すなわち閉鎖面積に対する開口面積の比
率が高く、アコースティック膜と大幅にピッチがずれるように調律された場合は、カップ
リングが乏しく、アコースティック膜から実際に出力しないであろう。類似の音叉に戻る
と、振動音叉Ａと音叉Ｂのピッチがかなり異なる場合、振動音叉Ａを無振動音叉Ｂにどれ
だけ近づけて配置しても、共振はほとんどないであろう。したがって、アコースティック
膜からの音の低音量の再現を適切に行なうには、練習用ドラムヘッドを、アコースティッ
クドラムヘッド膜に十分近づける他に、アコースティックドラムヘッド膜に適切に同調さ
せなければならない。
【００２３】
　また判明しているように、メッシュ膜の底部領域の少なくとも一部にダンパを使用する
と、ドラムヘッドの音質特性に悪影響を与えることなく、メッシュ膜を打撃するドラムス
ティックの反発特性が向上される。これは、上記の練習用ドラムヘッドを含む任意のメッ
シュドラムヘッドに使用することができ、または電子ドラムで使用されるようにメッシュ
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ドラムヘッドの演奏に使用することができる。
【００２４】
　ダンパを、ばね質量システムのメッシュ膜の下側に取り付けることが好ましい。比較的
大きい径のドラムヘッドは比較的大きい径のばねを生成するため、集中質量はドラムヘッ
ドのダンパが取り付けられていない場所の慣性の制御にあまり効果がない。したがって、
メッシュ膜のかなりの領域下のダンパは、固体アコースティック膜にわたる反発を再現す
る十分な表面領域を提供することができる。
【００２５】
　添付の図面を考慮すれば、本発明がよりよく理解されるであろう。図面では、同様の参
照番号は同様の部分を指す。しかし図面は、いかなる方法にも限定されることなく本発明
の好ましい実施形態を単に示すものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　図面の特に図１で示されているように、本発明は、練習用ドラムヘッド４、練習用ドラ
ムヘッド４をアコースティック膜に実質的に固定した関係で維持するための係合部材６、
および練習用ドラムヘッド４のメッシュ膜１０全体に張力をかける環状テンションリング
８を備える練習用ドラムヘッドアセンブリ２を対象とする。練習用ドラムヘッドアセンブ
リ２は、音量を大幅に低減し、アコースティックドラムヘッド膜の感触を再現するもので
ある。
【００２７】
　練習用ドラムヘッド４のメッシュ膜１０は、膜１０の縁部の環状フレーム１２への樹脂
などによる付着、膜１０の縁部の環状フレーム１２へのクランプなどの手段を含む、ドラ
ムヘッド製造の技術分野で周知の手段で環状フレーム１２に係止されることが好ましい。
メッシュ膜１０は、ＭＹＬＡＲ（登録商標）でＤｕｐｏｎｔによって販売されているもの
など、目の粗い、厚さ約５～２０ｍｉｌのポリエステル材料など、ドラムヘッド作成で周
知の任意の適した材料で作成することができる。
【００２８】
　練習用ドラムヘッドアセンブリ２のメッシュ膜１０は空気に透過性であり、膜１０の好
ましくは約５～７０％、最も好ましくは約３０％の開口面積を有する。上記のように、当
業者には理解されるように、メッシュ膜１０の形成に使用されるメッシュ材料の開口面積
は、練習用アセンブリ２の特性に影響を与えるものである。メッシュ膜１０の開口面積が
小さくなるに従って、メッシュ膜１０が打撃されたときに生じる空気の動きが大きくなる
。他が全て同じであれば、生じる空気の動きが大きくなるに従って、より大きい音エネル
ギが生成され、練習中の音量が大きくなる。
【００２９】
　比較的小さい開口面積を有するメッシュ膜１０から比較的大きい空気の動きが生じても
、メッシュ膜１０が打撃されたときのアコースティック膜２０への影響は、メッシュ膜１
０とアコースティック膜２０の間の距離にも依存する。メッシュ膜１０がアコースティッ
ク膜２０に比較的近い場合は、メッシュ膜１０の開口面積に関係なくカップリングが向上
する。したがって、比較的大きい開口面積を有するメッシュ膜１０が打撃されたときに比
較的小さい音エネルギが生成されても、メッシュ膜１０とアコースティック膜２０の間の
距離が短くなるに従ってより大きい音エネルギが生成される。
【００３０】
　図２は、好ましい練習用ドラムヘッドアセンブリ２の構成、および練習用ドラムヘッド
アセンブリ２とアコースティックドラム２２の関係をより明確に示す図である。
【００３１】
　図２で示されているように、典型的なアコースティック音楽用ドラム２２は、シェル２
４、アコースティック膜２０およびアコースティックドラムヘッド２６をシェル上に取り
付けるための環状リング２８を含むアコースティックドラムヘッド２６、アコースティッ
クドラムヘッド２６の環状リング２８上に配置されるカウンタフープ３０、並びにカウン
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タフープ３０と係合してシェル２４上でアコースティックドラムヘッド２６に張力をかけ
るシェル２４上のテンションロッド３４を有する一連のテンションラグ３２を備える。
【００３２】
　練習用ドラムアセンブリ２では、練習用ドラムヘッド４が係合部材６を使用してドラム
２２のアコースティック膜２０に関して実質的に固定される。係合部材６は、練習用ドラ
ムヘッド４を係合部材６上で保持するための保持部材１４、練習用ドラムヘッドアセンブ
リ２をアコースティックドラム２２に連結するための連結部材１６、好ましくは上部停止
部１８を備える。
【００３３】
　理解されるように、練習用ドラムヘッド４を係合部材６上で保持するのに適した任意の
構造を保持部材１４として使用することができる。図２で示した好ましい実施形態では、
保持部材１４は、係合部材６の内側壁から係合部材６の中心に向かって内側に延びるフロ
ア１４ａ、およびフロア１４ａから上方に延びる面１４ｂを含む。この実施形態では、練
習用ドラムヘッド４の環状フレーム１２は、フロア１４ａ上に、かつ係合部材６の内側壁
と面１４ｂの間にしっかり嵌る。
【００３４】
　好ましくは保持部材１４が係合部材６の内側壁全体の周囲に存在するが、図で示した好
ましい保持部材１４は内側壁の不連続な部分に沿って形成されてもよい。
【００３５】
　係合部材６の好ましい上部停止部１８は、練習用ドラムヘッド４の縁部を超えて内側に
延びて、練習用ドラムヘッド４を係合部材６内でしっかり保持する助けをする。上部停止
部１８の好ましい実施形態では、上部停止部１８は係合部材６の周囲に存在し、エラスト
マー材料で作成され、好ましくは係合部材６の他の部分と一体型に形成される。
【００３６】
　係合部材６の連結部材１６は、練習用ドラムヘッドアセンブリ２をアコースティックド
ラム２２に連結する働きをする。練習用ドラムヘッド４をアコースティック膜２０に実質
的に固定した関係に連結することができる任意の構造を使用することができる。しかし、
図で示した好ましい連結部材１６は、カウンタフープ３０の上部の外側に延びる周囲３０
ａの少なくとも一部の周りに嵌る壁部分１６ａ、およびカウンタフープ３０の外側に延び
る周囲３０ａの内側に下側に延びるキャッチ１６ｂを備える。
【００３７】
　この好ましい実施形態では、連結部材１６の少なくとも一部はエラストマー材料で形成
される。それによって、連結部材１６の少なくとも一部をカウンタフープ３０の外側に延
びる周囲３０ａ上で引き伸ばして、適切に連結された場合にキャッチ１６ｂが周囲３０ａ
の下に着座するようにすることができる。
【００３８】
　しかし最も好ましくは、係合部材６全体がエラストマー材料で、最も好ましくはゴムで
形成され、それによって、アコースティックドラム２２のカウンタフープ３０の周囲にし
っかり嵌り、練習用ドラムヘッド４をその中に保持する。エラストマー係合部材６は、練
習用ドラムヘッド４の保持とアコースティックドラム２２への連結の両方に関して幾つか
の利益をもたらす。
【００３９】
　より具体的には、エラストマー係合部材６により、環状フレーム１２を保持部材１４内
に下方に移動させる間、上部停止部１８に隣接する領域を外側に向けて変形させることに
よって、練習用ドラムヘッド４を簡単に挿入し取り外すことができるようになる。同様に
、エラストマー係合部材６により、連結部材１６の薄い壁の領域１６ａを外側に変形させ
て、キャッチ１６ｂをカウンタフープ３０の周囲３０ａ上で摺動させることによって、練
習用ドラムヘッドアセンブリ２２をアコースティックドラム２２上に設置しそれから取り
外し易くなる。
【００４０】
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　この点で、最も好ましいゴム係合部材６は、練習用ドラムヘッド４およびアコースティ
ックドラム２２のカウンタフープ３０の周囲で引き伸ばされるゴムバンドのように働く。
こうしたエラストマー材料を使用して、アコースティックドラム２２を損傷することなく
、練習用ドラムアセンブリ２をアコースティックドラム２２に取り付け、それから取り外
すことができる。
【００４１】
　図で示し本明細書に記載した好ましい実施形態では、テンションリング８は、その一部
を形成する拡張部材３８を有する環状構成に形成された円筒形ロッド４０である。拡張部
材３８は、好ましくは図１および３で示したような径がテンションリング８のロッド４０
の径にできるだけ近いターンバックルであり、または環状の拡張を可能にする他の拡張手
段である。
【００４２】
　図３で最もよく見ることができるように、好ましい拡張部材３８は、一端にテンション
リング８のロッド４０のねじ付き端部４０ａを受けるためのねじ付きレセプタクル３８ａ
を含む。拡張部材３８の他端は、ロッド４０の平滑な端部４０ｂを受けるための平滑なレ
セプタクル３８ｂを含む。レセプタクルの間は、拡張部材３８にいくらかの弾力性を与え
るためのばね３８ｃである。
【００４３】
　練習用ドラムヘッド４が係合部材６上で保持される前または後に、好ましいテンション
リング８が練習用ドラムヘッド４のメッシュ膜１０の内部に配置され、外側に向けて拡張
されて、メッシュ膜１０上にテンションがもたらされる。
【００４４】
　好ましいテンションリング８を設置するには、ロッド４０の平滑な端部４０ｂが平滑な
レセプタクル３８ｂ内に挿入され、ロッド４０のねじ付き端部４０ａがねじ付きレセプタ
クル３８ａ内に完全に挿入される。次いでテンションリング８が練習用ドラムヘッド４の
メッシュ膜１０内に配置され、拡張部材３８が回転されて、テンションリング８が拡張さ
れる。拡張部材３８が回転されると、ねじ付き端部４０ａがねじ付きレセプタクル３８ａ
と協働して、テンションロッド４０を外側に押し出し、それによってテンションリング８
の径が拡張される。
【００４５】
　上記のように、練習用ドラムヘッド４のメッシュ膜１０がアコースティック膜２０の周
波数にできるだけ近くなるように調律しなければならない。これは、拡張部材３８の回転
によってテンションリング８の径を調整することによって行なうことができる。
【００４６】
　好ましい係合部材６およびテンションリング８を使用する本発明の練習用ドラムヘッド
アセンブリ２は従来のドラムヘッドよりも僅かに大きいだけである。当然、練習用ドラム
ヘッド４のメッシュ膜１０に張力をかけるための他の適した構造を本発明の精神から逸脱
することなく使用することができる。
【００４７】
　上記のように、目の粗いメッシュ膜１０が練習用ドラムヘッドアセンブリ２の打撃また
は「演奏」用表面として使用されるため、メッシュ膜１０自体は小さいアコースティック
音しか生成しない。しかし、メッシュ膜１０が（アコースティック音を生成する固体膜の
）アコースティック膜２０に近接すると、メッシュ膜１０が打撃されたときにアコーステ
ィック膜２０の共鳴振動が生じる。
【００４８】
　メッシュ膜１０をメッシュ膜１０が打撃された場合に２つの膜が接触しない程度にアコ
ースティック膜２０に近い高さに実質的に固定すると、アコースティック膜２０が打撃さ
れても、共鳴音が比較的低音量になる。判明しているように、本発明の実施では、約５～
７０％の開口面積を有するメッシュ膜１０を距離を約０．５～４インチおいて使用するこ
とが好ましく、距離を約０．５～３インチおくことが最も好ましい。
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【００４９】
　練習用ドラムヘッド４、係合部材６、およびテンションリング８のサイズを変更すれば
、本発明は実質的にどのサイズのアコースティックドラムにも適合可能である。たとえば
径が１８インチのアコースティックドラムは、１８インチの練習用ドラムヘッド４、１８
インチの練習用ドラムヘッド４を受け１８インチのドラムのカウンタフープ３０の周囲に
しっかり嵌るための１８インチよりも少し大きい係合部材６、および径が約１７．５から
１８．５インチに拡張可能なテンションリングを有することができる。
【００５０】
　メッシュ膜１０とアコースティック膜２０の間の距離は様々なサイズのドラムに対して
同様であるが、テンションリング８のロッド４０の径は比較的大きいサイズのドラムでは
比較的厚くして、適切なテンションの付加を確保することができる。しかし当業者は本発
明の教示を適用する際にこうした寸法を簡単に決定することができる。
【００５１】
　図４の代替の好ましい実施形態では、代替連結部材１６’を有する係合部材６’が示さ
れている。この代替連結部材１６’は、アコースティックドラム２２（図示せず）のカウ
ンタフープ３０上に嵌り、要素１６ａ’がカウンタフープ３０の少なくとも一部の外側に
嵌るように形成され、要素１６ｂ’がカウンタフープ３０の少なくとも一部の内側に嵌る
ように形成される。連結部材１６’の最も好ましい実施形態では、感圧性粘着剤４２が連
結部材１６’の要素１６ａ’と１６ｂ’の間に配置されて、練習用ドラムヘッドアセンブ
リ２’がカウンタフープ３０上でしっかり保持される。
【００５２】
　本発明によって企図される他の代替形態では、練習用ドラムヘッドアセンブリ２”を、
ドラムシェル２４上に取り付けられていないアコースティックドラムヘッド２６と共に使
用することができる。図５で示されているように、係合部材６”は、アコースティックド
ラムヘッド２６の環状フレーム２８の外周に嵌る垂直壁部分１６ａ”およびアコースティ
ックドラムヘッド２２の環状フレーム２８の下側を保持する連結部材のキャッチ１６ｂ”
を有する連結部材１６”内でアコースティックドラムヘッド２６を受けるように形成され
る。
【００５３】
　図５および６で示されているように、アコースティック膜２０が通常その上で引き伸ば
されるドラムシェル２４が存在しない場合は、第２の環状テンションリング８’をアコー
スティックドラムヘッド２６内で使用する必要がある。係合部材６”は延長部５０の下方
部分で終端して、演奏するときに練習用ドラムアセンブリ２”をその上に静置させるベー
スとして働く。
【００５４】
　図６で示したスネアを練習するための好ましい実施形態は、メッシュ膜１０とアコース
ティック膜２０の間に配置されたメッシュ膜１０と関連するダンパ５２、ストレイナーテ
ンションクリップ５６および吸音プレート５８と共に定位置に保持されるスネアストレイ
ナー５４を備える。この実施形態は、ドラムシェル２４なしで練習することができるため
、可搬性があり保管が便利である。この実施形態は、音質特性を損なわずに、メッシュ膜
を使用する場合は予期されない、実質的にスネアドラムと同一の反発特性も提供する。
【００５５】
　さらに、本発明は、メッシュ膜１０の底面上にダンパ５２を有して、演奏並びに練習で
使用する際の反発を向上させたメッシュ膜１０を備えるドラムヘッドの使用を企図する。
たとえば、ドラムヘッドに関連するアコースティック膜のないメッシュドラムヘッドを使
用する電子ドラムは本発明の他の適用例である。
【００５６】
　ダンパ５２の性能に影響を与える幾つかのパラメータがある。このパラメータには、密
度、通気度、径、および共振周波数が含まれるが、それぞれ以下で対処される。
【００５７】
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　ダンパ５２は、任意の適した材料で作成することができるが、好ましくはより高い開口
特性を有する質量を提供する、不織ポリ（ｎｏｎ－ｗｏｖｅｎ　ｐｏｌｙ）、ポリフィル
（ｐｏｌｙ　ｆｉｌｌ）、ポリバッティング（ｐｏｌｙ　ｂａｔｔｉｎｇ）、ポリフラッ
フ（ｐｏｌｙ　ｆｌｕｆｆ）、または他のポリエステル繊維材料で作成される。判明して
いるように、好ましいダンパ５２は、密度が約０．５～１６オンス／平方フィートであり
、約１．０～１．５オンス／平方フィートが最も好ましく、（Ｆｒａｚｉｅｒ試験または
ＡＳＴＭ　Ｄ－７３７で測定したときの）通気度が約２０～１５００ＣＦＭであり、約２
５０～１０００ＣＦＭが最も好ましい。適した材料は、バージニア州リッチモンドのＣａ
ｒｐｅｎｔｅｒ　Ｃｏ．から入手可能でありＣＯＭＦＯＲＴ　ＬＡＳＴ　ＰＡＤの名称で
販売されている。
【００５８】
　図７で示したように、ダンパ５２は、メッシュ膜１０の底面に接触し、好ましくはコン
タクト接着剤など接着剤によって付着されて、メッシュ膜１０に生じる反発の増加を低減
する。コンタクト接着剤を使用してダンパ５２をメッシュ膜１０の底部にしっかり固定し
て、メッシュ膜１０と一体型にすることが最も好ましい。
【００５９】
　この点で、周知のように、ドラムヘッドは共振の幾つかの異なるモードを示し、その第
１および第２のものがスティックの反発に最も大きい影響を与える。全てのメッシュ膜ヘ
ッドの場合のように、ドラムヘッドの「Ｑ」が過剰に高いと、スティックの反発がより大
きくなり、より長くはね返る。
【００６０】
　アコースティック膜ヘッド上には、通常、第１のはね返りがあり、１秒間で減衰する小
さくなるはね返りがある。ダンパがないメッシュ膜ヘッド上では、３秒以内、通常は２秒
以内の減衰が見られる。さらに、メッシュ膜のこうした反発の振幅および周波数はアコー
スティック膜よりも大きい。したがって、メッシュ膜ヘッドはより速い速度でスティック
を戻すため、速く演奏しやすく、メッシュ膜は非現実的な感触をもたらす。
【００６１】
　ダンパ５２は、開口率の高い材料を通して対応する共振周波数を送る質量を追加するも
のである。たとえば、１０インチのダンパなしの「メッシュ」膜ヘッドは、第１のモード
３５０Ｈｚで共振し、周知のように１４インチのスネアドラムは２００～２５０Ｈｚで共
振するように調律され、適切なばね質量の式を適用して、１４インチの固体膜のアコース
ティックドラムと一致する比較的小さいメッシュ膜ヘッドの共振を低減するのに必要なダ
ンパの質量を決定する。メッシュ膜ヘッドが片方の固体膜ヘッドと同一サイズの場合、よ
り小さい質量しか必要とされない。この質量は、ダンパ５２の厚さによって調整されるこ
とが好ましい。
【００６２】
　好ましい実施形態では、メッシュ膜１０の底面に接触するダンパ５２の径は、共振の第
１のモードおよび第２のモードをカバーするものである。ダンパ５２は、メッシュ膜１０
の底面の約４０～１００パーセントに接触することが好ましい。判明しているように、メ
ッシュ膜１０の６０％に接触するダンパ５２が理想であり、メッシュ膜１０の４０％未満
に接触するダンパ５２は、メッシュ膜１０の底面にわたる均一の修正された反発を得る際
に重要な効果を全く与えない。
【００６３】
　ダンパ５２は、表面領域中のメッシュ膜１０の振動を制御する。メッシュ膜１０は、定
数Ｋが縁部に向かって高くなり中心では比較的低い状態で、実際の全ばね力を示すため、
膜のダンパ領域の外側が打撃されると、膜はより高いスティック反発でより高い周波数で
共振する。ダンパ５２は、慣性のためにダンパ５２が取り付けられたメッシュ膜１０の領
域に影響を与え、ダンパの外側の打撃された膜の屈曲および反発により、ダンパ５２が同
時に反動できないようにする。
【００６４】
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　さらに、ダンパ５２は好ましくは円形であり、メッシュ膜１０の底面と心合わせされ、
適用範囲が１００％未満の場合は、ダンパ５２の外径がメッシュ膜１０の外径の縁部に対
して一様のカバーされない領域を残すようにする。
【００６５】
　上記の実施形態に関して、練習用ドラムアセンブリ２”の係合部材６”はエラストマー
材料で作成されることが好ましい。さらに、メッシュ膜１０とアコースティック膜２０の
間の実質的に固定された距離とメッシュ膜１０の開口面積の大きさの関係、並びにメッシ
ュ膜１０とアコースティック膜２０の同様の周波数が適用される。
【００６６】
　また、理解されるように、本発明を使用して電気ドラムセットを作成することができ、
センサをアセンブリに組み込んで、メッシュ膜１０が打撃される場所および方法に対応す
るコンピュータ生成音を発生させ、またはアセンブリ２に１つまたは複数のマイクロフォ
ンを取り付けて、アコースティック膜２０によって生成される音を獲得することができる
。
【００６７】
　上記の本発明の好ましい実施形態への変形形態、修正形態、および変更形態が当業者に
は明らかであろう。こうした変更は全て本発明の精神および範囲に包含されるものであり
、本発明は添付の特許請求の範囲にのみ制限される。
【００６８】
　本発明で参照された特許は全て参照により本明細書に組み込まれる。
【図面の簡単な説明】
【００６９】
【図１】本発明の練習用ドラムヘッドアセンブリを示す分解図である。
【図２】練習用ドラムヘッドをアコースティックドラムに取り付けるための第１の係合構
成を有する本発明の練習用ドラムヘッドアセンブリを示す断面図である。
【図３】本発明の練習用ドラムヘッドアセンブリのテンションリングを拡張するためのタ
ーンバックルを示す概略図である。
【図４】練習用ドラムヘッドをアコースティックドラムに取り付けるための代替係合構成
を有する本発明の練習用ドラムヘッドアセンブリを示す断面図である。
【図５】標準のアコースティックドラムが不要の、練習用ドラムヘッドをアコースティッ
クドラムヘッドに直接取り付けるための係合構成を有する本発明の練習用ドラムヘッドア
センブリの代替実施形態を示す断面図である。
【図６】スネアとして使用するように構成された図５で示した練習用ドラムヘッドアセン
ブリを示す部分分解部分断面図である。
【図７】底部にダンパを有する本発明の練習用ドラムヘッドの好ましい実施形態のメッシ
ュ膜の底部を示す斜視図である。
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